
1 

  

平成22年7月6日 

 
短尺トレーラをフルモデルチェンジ！低全高でほぼ全ての油槽所に対応！ 

「2 軸 24KL 角形アルミタンクセミトレーラ」を新発売 
 

極東開発工業株式会社（本社：兵庫県西宮市甲子園口６丁目１番４５号   社長：筆谷 高明   特装車

事業、環境事業、パーキング事業 等）は、グループ会社の日本トレクス株式会社（本社：愛知県豊川市

伊奈町南山新田 350 番地   社長：西川 柳一郎   トレーラ・トラックボディ等の製造、販売）と、新型

「2軸24KL 角形アルミタンクセミトレーラ」を共同開発し、平成22年7月12日から発売いたします。 

今回の新製品は、タンクの形状を楕円形から角形にすることで、タンク容量と全長を変えることなく、

より低い全高を実現し、ほぼ全ての油槽所に対応できるようになりました。その他にも、安定性、安全性、

排出性の向上を図りました。 

極東開発グループでは、今後も日本トレクスとの共同開発を進め製品ラインナップの強化を図ることで、

お客様の多様なニーズにお応えしてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新型「2 軸 24KL 角形アルミタンクセミトレーラ」 
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新型「2 軸 24KL 角形アルミタンクセミトレーラ」のポイント！ 

１．角形タンクでほぼ全ての油槽所に対応 

 タンク容量 24KL を確保した業界トップクラスの短尺トレーラというコンセプトを変えることなく、

タンク形状を従来の楕円形から角形にすることで、内法高を短縮し、全高を低くしました（当社従来比 

△90mm）。これにより、ほぼ全ての油槽所での積み込み作業に対応します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．走行安定性をさらに向上 

従来からのエアサスペンションの標準装備に加えて、タンク形状の変更による低重心化（当社従来

比 △60mm）で走行性がより安定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．安全走行をサポート 

ブレーキシステムに、従来からの電気制御ブレーキシステム（ＥＢＳ=Electronic Brake System）

に加えて、横転抑制装置（ＲＯＣ=Roll-Over Control）も標準装備しました。より安全な走行をサポ

ートします。 

 

４．納期を短縮 

一括基準緩和認定を取得しているため、個別の緩和手続きが不要となりました。これにより、納期

の短縮を実現しました。 

 

 

 

 

エアサスペンション 
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５．充実の標準装備 

その他にも便利な各種機能を標準装備しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ハブオドメータ 

車軸にハブオドメータが装備されています。トレー

ラの走行距離を記録表示することができます。 

（メンテナンスの時期や安全確認の目安となります。）

③リレーバルブ凍結防止ヒーター 

リレーバルブの凍結防止ヒーターが装備されていま

す。冬の寒冷地でも安心です。 

①ハイトコントロールシステム 

車高の調整が可能になり、車両後方（後 2 軸）の高

さを車両前方の高さより低くして傾斜をつけることが

できます。後方からの排出性能が向上します。 

④リフトアクスル 

セミトレーラの2軸のうち、前1軸をリフトアップ

できます。荷物が空のときに1軸で走行することがで

き、高速料金の低減を図ることができます。また、タ

イヤの磨耗が減少することで、ランニングコストの軽

減にもつながります。 

 

⑤ワイドシングルタイヤ 

ワイドシングルタイヤにより、タイヤ重量の軽減を

図り、積載量を確保しました。 

タイヤ本数が半分になりタイヤ取付けやローテーシ

ョン等のメンテナンスコストを低減するだけではな

く、燃費や走行安定性も向上します。 
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＜広報お問合せ先＞  
極東開発工業株式会社 経営企画部 
   〒663-8545 兵庫県西宮市甲子園口6－1－45 

電話 (0798) 66－1500 ＦＡＸ (0798) 66－8146 
   ホームページアドレス   http://www.kyokuto.com/ 
 
※製品のご商談に関しましては、お近くの営業所までお問い合わせいただき
ますようお願い申し上げます。 

 

６．販売価格  希望小売価格 2,107万円（消費税込み。トラクタを除く。）  

   ※標準7室の場合を示します。 

 

７．販売目標  年間 15台 

 

 

 

  <<主要諸元>> 

 

 

 

 

全長※
全幅※
全高※
ホイールベース※
前廻り半径※
すそ廻り半径※
車両重量※
最大積載量※
車両総重量※

注） ※印の数値は連結するトラクタ、及びオプション仕様により異なります 。

注） 混載す る場合は、最大積載量を超えない条件下の積載になります。

注） 道路を通行するには特殊車両の通行許可を申請し、道路管理者から許可を受ける必要があります。

トレーラ軸距(トレー ラ長)、通行道路、通行条件によっては、最大積載量状態では道路を通行

できない場合があります。（通行許可上での積載量までの減トンが必要）

約２６,０００Ｋg

ＫＬ２４－４７２ＳＳ
ガソリン・灯油・軽油

約９,３６０mm
約２,４９０mm
約３,０６５mm
約７,１７０mm
約１,４００mm
約１,９６５mm

架装形式
積載物品名

車
両
諸
元

約５,６００Ｋg
２０,４００Ｋg（基準緩和自動車）


